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【組織改革、行政改革、財政計画】

①市役所組織に事業本部制を導入し、予算や人事、責任

と権限を与えた意識改革を図ります。

⇒平成29年度、政策立案と総合調整を担当する「企画政

策部」、農・商・工の連携を強化し、産業の一体的推進を

図る「産業振興部」を新設し、組織再編と機構改革を進め

ました。

事務処理ミスに対する再発防止プログラムと不祥事にお

ける公表基準の明確化に取り組んでいます。

新庁舎建設に向けた新たな部署として「新庁舎建設整備

室」を設置し、職員定数の適正化や働き方改革による将

来的な事業本部を見据えた、抜本的な組織再編と機構

改革へ向けた協議を進めます。

②行政改革による事務事業の見直しと、更なる財政健全

化を進めます。

⇒少子高齢化の進展による社会保障関係経費の増大、

大型建設事業による公債費の増大、老朽化した公共施

設の更新などに確実に対応していくため、平成29年12月

に策定した《大村市財政運営基本方針2017》に定めた

「安定した財源の確保」、「歳出の抑制と適正化」、「財政

運営の透明性の確保」の3つの基本方針を柱として、財

政の適正化を図っていきます。

③市有地の積極的な売却と整理、定期借地権や資産活

用による新たな財源確保を進めます。

⇒土地開発公社の未処分所有地の売却、今後に予定さ

れる公共施設再整備（統廃合）については積極的な跡地

売却を基本とし、新たな財源確保を進めます。

【市役所を新築移転、バス交通の見直しと充実、公共施

設の再整備計画】

①市役所の新築移転として、さくらホール駐車場か新幹

線駅前を候補地と考えます。市役所1階部分には県営バ

スターミナルを併設した複合化を図ります。

⇒市役所の建て替え計画を、平成29年6月市議会におい

て、現地周辺で新庁舎の整備方針を決定しました。尚、バ

スターミナルとの併設による複合化（案）はマニフェストを

見直し修正します。

今後、基本計画策定に向け、市議会や市民のご意見をお

聴きして平成32年度中の完成を目指し進めていきます。

②市内4拠点（市役所、大村駅、新大村駅、新幹線車両基

地）や医療機関、商業施設等を巡回する民間バスの導入

を図り、きめ細かいバス交通体系へ見直します。

⇒平成28年3月、「大村市 地域公共交通網形成計画」を

策定しました。

交通空白地域における新たな移動手段を検討するため、

平成29年7月から松原・福重地区において乗合タクシー

を、荒平・水計地区においてデマンドタクシーの実証運行

を開始。その結果、松原・福重ルートについては、これまで

の実績や市民アンケート調査の結果を踏まえ、病院を通

るルートに加え、松原ルートと福重ルートに分けて、デマン

ド（予約型）運行に変更し、再度、実証運行を実施します。

尚、荒平・水計ルートについては、実績がないため、3月末

で終了します。

その他の交通空白地域についても、実証運行の状況調

査や地域と協議検討を重ねながら進めていきます。

③老朽化した公共施設の再整備（新築／改修／廃止）を

進め、市民が利用しやすい行政サービス拠点を整備しま

す。

⇒今後の人口動態や街づくりの視点から、「公共施設再

整備計画（アセットマネジメント）」「公共施設等総合管理

計画」に基づき、再整備と再配置を進めていきます。

中地区公民館の建て替えについては、中地区ふれあい

館と合築するとともに、建設場所を都市再生整備区域（市

立大村市民病院 西側駐車場）に移転させることで、新た

な国の財源を活用し、平成31年度中の完成を目指しま

す。今後、地区住民や利用者のご意見・要望をお聴きしな

がら、移転建て替えを進めていきます。

【市民会館の早期新築、大村湾を活かしたイベント企画、

ボート場の多角的運営】

①市民会館の早期新築計画を進めます。また、県立・市

立一体型図書館を拠点に文化・芸術エリアと位置付け、

市民の音楽、文化、芸術の推進を図ります。

⇒新たな市民会館建設については、時期や場所、手法、

規模、財源も含めて市議会や市民のお声を聴きながら進

めていきます。

今後も、市内全域に音楽・文化・芸術があふれる各種事

業に取り組んでいきます。

②大村湾を活かしたイベントとして、「チャリソン（自転車

＋マラソン）大村湾一周」、「大村湾沿岸自治体で日本一

の花火大会」などを企画開催します。

⇒平成29年度、大村湾流域自治体と連携した「海フェス

タ大村湾」を開催します。メーンイベントとなる「大村湾

ZEKKEIライド」開催は、大村市の新たなシティプロモー

ションとして地方創生目玉施策となります。今後も、大村

湾を柱とした各種事業や企画提案を継続的に進めてい

きます。

③ボート事業について、若者の遊び場となるエクストリー

ム・マリンスポーツを絡めたレジャー施設へとイメージ転

換を図ります。

⇒平成30年9月末から、ナイターレース（愛称：発祥地ナイ

ター）を導入するとともに、引き続き場外発売場の新設に

も積極的に取り組み、全国24場中売上ナンバーワンを目

指します。売上拡大を図ることにより、市の一般会計への

繰入れを最大限に有効活用します。

新たなファン層の拡大を図るため、若者や家族向けのイ

ベントや映画上映等を開催しながら、「レジャースポーツ」

「エキサイティングスポーツ」「エクストリームスポーツ」「マリ

ンスポーツ」「アミューズメントパーク」としての新たな施設

活用を進めていきます。

全国24場において初の障害者就労支援施設の設置と

なった前売場外おおむら「CAFÉ WIN」とボートレース大

村本場にはお子様ランチ専門レストラン「KINOBUTA」

において障がい者の就労を支援するとともに、親子連れ

が入りやすい環境を整えることにより、来場者数の増員と

ファン層の拡大を図ります。

－ そ の だ 裕 史 後 援 会 討 議 資 料 －

今後計画された大型事業などに対して、可能な

限り市内業者が受注できる経済の活性化と循

環の仕組みを構築します。（入札制度の見直し

と中小企業振興基本条例の改正）

　 様々な入札事項に際して、地元発注を原則とし、可能

な限り分離分割発注を行い、地元企業における受注機会

の確保を進めます。

新庁舎建て替えについては、施工の困難度、競争性の確

保等を総合的に勘案し、最適な発注形態を決定します。

基本・実施設計については、大村市では初めての試みで

すが、地元設計会社を構成員とする共同企業体を契約の

相手方とする方向で進めます。

入札制度の見直しについては、平成29年度から技術力

向上や消防団活動に積極的に取り組んでいること等、市

が独自に設定した主観点を評価項目に追加、条件付き

一般競争入札参加資格を変更する等の見直しを実施し

ます。

市内全域の商店（大村に本社を有する）や公共

施設利用で「貯める！使える！」地域プレミアム

通貨を発行し、市内経済を活性化します。

　「おおむら地域連携ポイント」は、行政と民間事業者が

連携し、以下の3点をはじめ新たに地域経済が循環する

仕組み作りと活性化を図ることを目的としています。

1）市内商店等のポイント共通化による域内消費の促進

2）市のイベントやボランティア活動への参加、ウォーキン

グ等の健康活動への参加、転入や出生時のポイント付

与による市の施策の推進

3）データ分析や活用、コミュニケーション機能の活用によ

る商店のサービス向上や施策効果の向上

　また、ポイント運用を進める上で、プッシュ型通知による

市政情報発信ツールとしても活用できないかと考えま

す。

　今後、詳細な制度設計に着手できるように、関係機関と

協議を進めます。

長崎空港24時間化を実現し、物流・経済・観光

のハブ機能を構築します。

　 長崎空港24時間化と活性化に向けて、コンセッション

方式（民間事業者による経営移譲）についても、長崎県及

び長崎県議会とも調査研究を進めます。

長崎県内初ETC専用の木場スマートインターチェンジが

平成30年3月18日に開通、「国道34号大村‐諫早間拡

幅」については平成30年度の国の新規事業認可が決

定、その他、都市計画道路をはじめとする道路交通行政

及びインフラ整備を進めます。

2015年11月8日、私は市民の負託を受け、第22
代大村市長に就任させて頂きました。
市長選挙に際して、私が発表しました「市長選挙
マニフェスト2015」には、全体で27項目にわたる
各種政策提言を掲げ、就任から今日まで、各種課
題解決に向けた政策立案と事業実施を進めてき
ました。
これも、市議会をはじめ市民の皆さまのご理解と
ご協力のおかげさまであることを、心から感謝申
し上げます。
そこで、現時点における最新の進捗状況をご報告
致します。
私が、政治家として最も大切にしていることは、街
頭演説で、報告会で、報告書で、各種ウェブツー
ル（ホームページ・ブログ・SNS）で、とにかく情報
を伝えることだと考えています。
何事も、まず情報を知らないと何も始まりません。
大村市の色々を、赤ちゃんからお年寄りまで、市
民一人ひとりが知る・周囲の皆さんに広がる・み
んなで参加する、それこそが「市民総参加オール
大村」の街づくりに向けた第一歩になります。
未来を決してあきらめず、みんなの大村市のため
に、一人ひとりがアクションを起こしていきましょう。
今後とも、皆さまからのご意見を、ご指導を、ご提
案を、何卒宜しくお願い申し上げます。

2016年7月10日 参議院選挙 57.03％
2017年10月22日 衆議院選挙 57.22％
2018年2月4日 長崎県知事選挙 44.86％

私は、今から約12年前、ハンドマイクを片手に一人で街
頭に立ち、こう叫びました。
『みんなが自分の街に関心を持つ。参加する。選挙に
行きたくなる。そんな政治を私はやりたい。そうだ、選挙
に行こう。』
これこそが、私の政治活動の原点です。
そして、

2016年11月8日　大村市長選挙      60.69％

私が市長就任以来、大村市で執行された全ての選挙
では前回投票率を上回っています。
それでも、まだ約半数の市民は選挙には行っていません。
そして来年は、市民にとって最も身近な政治家を選ぶ
統一地方選挙（長崎県議会議員選挙・大村市議会議
員選挙）、その後も、参議院議員選挙、大村市長選挙と
選挙が続きます。
あなたは、子どもから『ねぇ、なんで選挙に行かない
の？』と問われたら、答えられますか？
私達が、世の中を傍観し悲観的な言葉を発すれば、そ
んな姿を見た子どもは、大人の態度を真似するかもし
れません。
あなたから子どもへ。そしてまた次の世代へ。
大村の未来をつなぎ、伝えて欲しいのです。
街を創るのは、人と政策です。
その政策を提案するのは政治家ですが、選ぶのはあな
たです。
未来の大村を長崎を日本を選び、現在そして未来をみ
んなで創るために、そうだ、選挙に行こう。

1 地産地消を軸に、大村市東京事務所の強化と

積極的なマーケティングを進めたブランド化を

図ります。

　 新たな特産品開発として、生産者・農協・市が連携して

進める「ゆでピープロジェクト」が始動しました。今後、オー

ル大村産による落花生の生産・加工・販売を進めます。

首都圏における大村産の農産物や特産物を使用した試

食会等、大村産農産物の物産振興や販路拡大、ブランド

化に向けた取り組みとして、「大村ＭＡＲＫＥＴ」と題した

販売会を「東京 日本橋 長崎館」で毎月継続開催します。

市内3漁協と連携し、ナマコやガザミなどの稚魚放流を行

い、漁業資源の維持・拡大を図るとともに、市場のニーズ

に合った出荷を行うため、水産物の一時保管施設を整備

します。また、大村産ナマコをはじめとした各種農水産物

のブランド化と販路拡大に努めるほか、「大村生まれ・大

村育ち」の「大村産長崎和牛」銘柄の確立や肥育技術の

向上に取り組むとともに、鈴田内倉地区で畑地帯の農地

整備事業に取り組みます。

長崎県が掲げる6次産業化の推進を進める食品加工セ

ンターの整備に関して、大村市への誘致活動を進めます。

バイオマスエネルギーと連携した営農コストの

削減を図り、儲かる農林水産業を実現します。

　 森林経営のエキスパートとなる森林施業プランナーを

育成し、森林の整備促進を進めています。市有林の将来

計画を平成32年度完了に向けて進めます。市有林調査

業務の委託を、長崎県南部森林組合と行い、市と一体と

なって取り組みます。

萱瀬ダムから坂口浄水場までの送水で生じる水力を利

用した公設公営の小水力発電を運用開始しました。今後

も、水資源の活用と売却益の確保を進めます。

営農振興対策として、畜産においては「にこにこ畜産経営

事業」「大村生まれ長崎和牛づくり事業」を中心に、優良

畜産物の導入・生産に努めていきます。野菜・果樹におい

てはハウス施設・資材の導入、炭酸ガス発生装置の導

入、シートマルチの導入等を進めます。

その他、新たに「大村の農業を新たに担う担い手づくり事

業」を創設し、「就農するまで」「就農してから」「経営安定

するまで」の3つの視点で、ホップ・ステップ・ジャンプでき

るように積極的に支援します。

今後の公共施設再整備に伴う新築・改修には、

県産の木材使用を進め、木の温もりと環境に配

慮した建造物とします。

　 平成28年度に「公共施設再整備計画（アセットマネジ

メント）」を策定致しました。今度、計画的な再整備に向け

て取り組んでいきます。その上で、出来る限り県産木材を

活用した施設整備を進めます。

現在進めている新庁舎建設においても地元産の木材を

できる限り使用していく方向で進めます。

1 今後計画されている中学校給食センターに、地

元生産物で作る《地産地消 農村レストラン》を

併設開業します。地産地消の給食を中学生へ、

同食材で作ったレストランメニューは市民へ、

『作る、食べる、売れる』の複合化を目指します。

　「農村レストラン」については、生産・加工・販売の仕

組み作りに向けて、農業関係者をはじめ、様々な団体や

市民からのご意見を聴きながら協議中です。

建設を進めてきました中学校給食センターについては、

平成30年8月末（前期後半）から全中学校完全給食実施

に向けて進めています。また、地産地消の観点から地元

食材の活用と、米飯回数を増やした内容で実施します。

地場企業間の連携およびマッチングによる産

業開発（大村オリジナル商品）を積極的に進め

ます。

　 平成28年度新規事業として、「中小企業人材育成事

業」「地場企業販売促進力強化事業」「工場設置条例の

改正」を行い、規制緩和と対象枠の拡大を実施します。

新工業団地整備にも着手し、平成31年4月の分譲開始と

同時に全区画の企業誘致を完了する運びにトップセール

スを進めます。

地域産業の活性化を担う相談窓口として、平成29年7月

に「大村市産業支援センター（O‐biz）」を開設、現在まで

相談件数も順調に伸びており、約１ヶ月待ちの状況で推

移しています。今後も「状列のできる経営相談所」として地

域産業経営者を応援していきます。また、地元企業間で

のマッチングによる商品開発実績もあり、売上向上や様々

なカタチでの商品開発やコラボレーションが進んでいま

す。今後も、大村市中小企業振興会議と連携しながら、人

材育成の取組を支援するなど市内中小企業等の活力

アップを図ります。

市役所側から市内事業所へ積極的な訪問調査

を行い、新たな事業展開や商品開発を進める

「がんばる企業」や「創業者」支援を充実します。

　 平成27年度から市主催の「創業支援塾」を継続開催

し、これまでに第11期総勢245名が卒業、49人が起業に

結び付いています。

中小企業の人材確保や人材育成を支援するため、産官

学が連携して、高校生及び保護者を対象とした企業紹介

や、新社会人を対象に異業種交流研修を開催します。

地元企業の海外進出に関する連携を図る目的も含めて、

「大村市アジア国際戦略基本計画」を策定しました。今

後、ジャイカやＯＤＡも含めた形で事業を進めます。
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そ の だ 裕 史 後 援 会
〒856-0027 大村市植松2丁目473-10 アーバンハウスA103
《tel》0957-54-5981　《fax》0957-56-8883
《e - m a i l》info@sonoda-hi roshi . jp

大変恐縮ですが、ご記入後下記にファックス
又はご郵送いただきたくお願い申し上げます。

●あなた様

お名前

TEL

FAX

ふりがな

〒　　　　̶

ご住所

FAX（0957）56-8883

－ そ の だ 裕 史 後 援 会 討 議 資 料 －

そのだ裕史 検索
問い合わせ

平素より、そのだ裕史の政治活動に対しましてご理解とご
協力を賜りまして誠にありがとうございます。
そのだ裕史は、オール大村で取り組む「̶行きたい、働き
たい、住み続けたい̶しあわせ実感都市 大村」の実現を
目指して、様々な政策課題に日々取り組んでおります。
その取り組みを具現化していくためには、一人でも多くの
市民の皆様の後押しが必要です。
そのだ裕史の活動にご賛同頂ける皆様に、是非『そのだ
裕史後援会』にご入会頂ければ幸いです。

そのだ裕史後援会 役員一同

お名前
TEL

FAX

ふりがな

〒　　　　̶
ご住所

お名前
TEL

FAX

ふりがな

〒　　　　̶
ご住所

お名前
TEL

FAX

ふりがな

〒　　　　̶
ご住所

お名前
TEL

FAX

ふりがな

〒　　　　̶
ご住所

お名前
TEL

FAX

ふりがな

〒　　　　̶
ご住所

お名前
TEL

FAX

ふりがな

〒　　　　̶
ご住所

●ご紹介いただける方  （紹介日／平成　　年　　月　　日）

そ

大村市長の
園田裕史です。

選挙に行こう。大村市長の
園田裕史です。 市内各所で

市政報告・意見交換会を

開催します。

以下、ホームページや各種SNSでも情

報発信していきますので、私の想いと

政策を聞いてください。そして、皆さん

のご意見やご提案を聴かせてください。

ホームページ ブログ

フェイスブック インスタグラム

そ

7月
市内8地区での「地区別ミーティング」

8月
若年層や各種団体を対象とした市民
との意見交換会「マチノコトーーク」

10月、11月、来年以降随時

各地域公民館での「市政報告会」

選挙に行こう。

そ の だ 裕 史  後 援 会 の ご 案 内

そのだ裕史 後援会
〒856-0027 大村市植松2丁目473-10 アーバンハウスA103


